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子どもの自尊感情を高める授業実践の研究

一通常の学級における特別なニーズを要する子どもへの支援を基盤としてー
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第 1章課題分析

第 1節課題設定理由

近年，子どもたちの自己肯定感や自尊感情の

低さが問題となっている。また，質問紙調査や

実態調査等の学校アセスメントの結果から，置

籍校においても，通常の学級で子どもの個人差

に対応した授業を行い，子どもが自信をもって

学校生活を送ることができるようにすることが

課題であると考えられた。そこで，本研究では，

通常の学級における特別なニーズを要する子ど

もへの支援を基盤とした授業を適して3 どの子

にも「わかる喜びJrできる楽しさ」を実感させ

ることで，子どもたちの自尊感情を高めること

ができるのではないかと考え，それをめざした

授業実践に取り組んだ。

第 2節先行研究

1 自尊感情

自尊感情は，さまざまな研究者により定義付

けがされている。本研究においては，学校現場

での共通理解を得やすいよう，教師たちの思い

や考え方に比較的近い，荒木 (2Gll)の定義を

参考に「子どもが自分を価値ある存在としてと

らえることによる態度と感情Jと考える。

2 学業的自己揖念と学業達成

本研究は，蘭 (1989) が作成した「子どもの

自弓概念理解のための枠組j の考えにたちz 授
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業での教師の支援や手だてによって子どもの学

業達成の機会をつくり，それにより好ましい学

業的自己捜念を形成し自尊感情を高めることを

昌的とする。

ここでの学業達成とは，テストで点数化でき

るものだけを指すのではなく，学習の理解s 授

業や学習活動についての達成感，意欲，肯定的

な内的フィードパックという循環による，授業

や学習に対する子ども自身の構足感を含めて学

業達成と考える。

3 自尊感槽の形成と授業

捜井 (2011)は， r勉強に対する自信は，個々

の学習場面における自信によって形成されるの

であり， 日常的な学習場面での対応が重要であ

る。Jと述べ，子どもの自尊感情の形成に及ぼす

授業の重要性を指摘している。また，自)11(2011) 

は，子どもの活動を主体とした授業の導入が，

子どもの実質的な自尊感靖の上昇につながると

はいえないことを恭しており，子どもの活動が

中心の授業こそが自尊感情を高めるという，学

校現場で見られがちな考えを見直す必要がある。

第 3節課題解決のためのアブローチ

1 置籍校の子どもの学業達成に関する意識

子どもたちにとって， r学業達成の実感」とは

どのような場面で得られるのかを把握するため

に調査を行った。上位の 3項目は， r計算が正し
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くできたときJ，r漢字が読めたり書けたりした

ときJ，rテストの結果がよかったときJだった。

発展的な内容よりも基礎的な内容の回答が多い。

自由記述の方法を用いた調査では， r先生や家族

からiまめられるJという内容が多かった。

これらのことから r他者からのよい評価ム

「わかりやすい成果J，r自己の能力の確認Jが，

子どもにとって，学業達成の実感を得られる要

素であると考えた。

2 通常の学級における特別なニーズを要する

子どもの支援

文部科学省が行った「通常の学級に在籍する

発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必

要とする児童生徒に関する調査結果についてj

によると，知的発達に遅れはないものの学習面

又は行動面で著しい困難を示すとされた児童生

徒の割合は，小学校において， 7.7% (推定値)

となっている。

置籍校においても，学校アセスメントによる

結果から，全体的な発達の遅れや発達のバラン

スの悪さが見られる子どもが，約 22弘となって

いる。しかし，学校生活の中で何らかの支援を

受けている子どもは，そのうちの 4%""e'ある。

本研究においては，残りの 18%に含まれる子

どもを特別なニーズを要する子どもととらえ，

この子どもたちへの支援を基盤とした手だてを

考えてし、く。

3 言語障害通級指導教室での実践事例

f一人一人の実態に合わせた学習j を行って

いる置籍校の言語障害通級指導教室の実践は，

通常の学級に在籍する特別なニーズを要する子

どもへの支援や手だての参考になると考え，調

査を行った。

その結果，次のようなことがわかった。

教師が個のつまずきに合わせた教材を作成・

能用し，明確なねらいをもった指導が行われて

いる。また，学習活動の内容や流れが分かりや

すくなるようにし?子どもが安'L'感をもって学

習に取り組めるように配慮をしている。さらに，

教師主導とならないように，子どもが自分の学

習する内容に対して自己選択・決定ができる場

を保障していた。

4 課題解決のためのアプローチ

置籍校の子どもの学業達成に関する意識の調

査結果や言語障害通級指導教室での調査から，

筆者は授業設計において，①学習活動や学習内

容の可視化と進捗状況の可視化，②自己選択・

自己決定の場の設定，③学習活動の効率化と子

どもの負担感の軽減，④教師の肯定的態度，の

4点を授業設計の方針とした。授業設計及び学

習活動での支援や手だてを考えるにあたっては，

@教師の肯定的態度は授業を支える理念とした。

第 2章課題解決

第 1節実践研究の目的と方法

1 目的

通常の学級に在籍する特別なニーズを要する

子どもに焦点を当てた支援や手だてを行うこと

により，すべての子どもたちの学習への自信を

もたせるとともに自尊感慣を高めることを目的

とする。その検証を通し，自尊感情を高めるた

めの授業の支援や手だてについての条件を明ら

かにする。

2 方法

学習活動や学習内容の可視化と進捗状況の可

視化，自己選択・自己決定の場の設定，学習活

動の効率化と子どもの負担感の軽誠を具体化し

た支援や手だてを取り入れた授業の開発を行う。

実践授業と学業達成の検討は，質問紙調査及

び単元号IJテストを実施する。自尊感情の変容は，

桜井(1992) による児童用コンピテンス尺度の
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自己価殖尺度と学習コンピテンス尺度の質問紙

を用いて調査を行う。

第 2節実践研究の実施

1 学校課題フィーJレドワーク Iの取り組み(以

下，フィールドワークは FWと路す)

2012年 5月に国語科「学級新聞を作ろう(全

11時間)J， 2012年 6月に算数科「式と計算の煩

じよ(全9時間)Jの授業を行った。

特別なニーズを要する子どもへの支援を基盤

とした手だてとしては，次のことを行った。

①学習活動や学習内容の可視化と進捗状況の

可視化については，両教科とも，授業のユニッ

ト化，ワークシートの活用(学習の流れの可視

化，ノートのシステム北，手JI慎の明示，モデノレ

の提示)を行った。

②自己選択・自己決定の場の設定は，国語科

では，題材・取材・掲載写真の自己決定を取り

入れた。

③学習活動の効率化と子どもの負担感の軽減

では， 1CT機器を活用した視覚教材を活用し，

学習内容の理解，思考のイメージ化，ヒントの

提示等を行った。

2 学校課題フィールドワーク Iの結果と考察

学業達成の結果は，平成 24年 3月に調査した

単元別テストの結果と比較すると，両教科とも

到達度の平均値は 6----8点増えていた。また，

単元目標への達成を問う自己評価の結果は，国

語科，算数科とも良好で、あった。

自尊感情の尺度の数値に大きな変化は見られ

なかった。しかし，子どもの自己評価の結果は

高く，自由記述の内容からも達成感や意欲の向

上が見られた。これらのことから，継続して学

習に対する子どもの自分への評舗を高めると，

自尊感情も高めていくことができるのではない

か，と考えられる。

学校課題Fwrrに向けては，前述のQ)----@の

授業設計上の手だての改善に加え，研究上の諜

題として，個々の支援や手だてが子どもの自尊

感情や学業達成にどのように関係しているのか，

ということについて検討を行う必要性が示され

た。

3 学校課題フィールドワーク Eの取り組み

2012年 10月に g 国語科「点(、)を打っとこ

ろ(全2時間)J，算数科「学びをいかそう見積

もりを使って(全 1時間)J， r学びをいかそうど

んな計算になるのかなそのわけもいいましょ

う(全1時間)J の授業を行った。

①学習活動や学習内容の可視化と進捗状況の

可視化については，両教科とも，学校課題FW

Iの手だてに加え， r授業の進め方の資料jの提

示を行った。

②自己選択・自己決定の場の設定は，これを

「自力解決の場j ととらえることにした。そし

て，時間の確保と活動内容の子どもへの周知を

行った。さらに) 1 CT機器を活用し，自力解

決のための支援をした。

③学習活動の効率化と子どもの負担感の軽減

では，学校課題FWIの手だてに加え，視覚教

材では，解法の手順の明示と重要事・嘆の焦点化

を行った。また，視覚教材とワ}クシートとの

対応については，学校課題FWIよりもさらに

考慮し，ワークシート・視覚教材・板書の内容

を向ーにし，子どもの学習活動がスムーズにな

るようにした。

4 学校課題フィーjレドワーク Eの結果と考察

授業前と比較して，国語科，算数科の授業経

了時とも，自己価値尺J![， 学習コンピテンス尺

度の得点は，わずかに上昇している。学業達成

の結果はz 問教科とも，平成 24年 3月の結果よ

り数値が上がっており，学校課題FWIの結果
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と同じ程度となっている。

前項①----@の手だてについては，授業の進め

方の資料の提示，自力解決の時間，視覚教材，

ワ}クシートのいずれにおいても，子どもたち

からは f自分の学習に役に立った」という肯定

的な評価が多かった。

抽出した子どもの事例からは，自尊感情を高

めるためには，授業において，子どもが「わか

った，できたJという達成感や安心感をもつこ

とが必要であり，そのために行った今回の支援

や手だては効果があったことがわかった。

第 3章成果と課題

第 1節成果

1 自尊感情と学業達成

自己髄値尺度と学習コンピテンス尺度の間に

は強い相闘があったことから，学習コンピテン

スを上げることにより自己価値も上げることが

できるのではないかと考えられ，授業において

教師の支援や手だてにより学習コンピテンスを

高め，その過程を重ねることで全般的な自尊感

情の向上につなげるという，本研究の考え方は

妥当であることが確認された。

また，単元別テストと自尊感情尺度得点との

相関はあまりなかった一方，自尊感情が大きく

上がった子どもの事例に共通していたのは，授

業中の成功体験に対する満足感や充実感だった。

これは，子どもの自尊感情には，単元別テスト

の結果よりも，授業での成功体験に伴う学業達

成の実感の方が，大きく影響をすることを示唆

している。

2 特別なニーズを要する子どもへの支援を基

盤とした手だて

特別なニーズを要する子どもへの支援を基盤

とした手だて①~③について必要な条件として

は，それぞれ次のことが挙げられる。

①学習活動や学習内容の可視化と進捗状況の

可視化においてはz 授業の進め方を見ることが

できる，学習活動として今何をすべきかが分か

る，学習活動のl槙序が分かる，学習活動の時間

が分かる，ことが必要な条件である。

②自己選択・自己決定の場の設定においては，

取り組みに十分な時聞が確保されている自分

で解決するJということが明確で，それを子ど

もが理解している，子どもが少し難しさを感じ

つつも解決可能な内容・課題である，ことが必

要な条件である。

③学習活動の効率化と子どもの負担感の軽減

に関する視覚教材においては，文字や絵が大き

く見えやすい，提示する情報が整理されている，

必要な情報のみを提示する，子どもにとって見

ていて楽しい内容であること，また，ワークシ

ートにおいては，どこに{可を書くかがわかりや

すい，学習のまとめとして使える，授業の進め

方に沿っている B 提示資料や板書と対応してい

る，子どもが読みやすい文字や書きやすい記入

欄の大きさであること，が必要な条件となる。

第 2節課題

本研究で実践した授業は，限定的ではあるも

のの一定の成果があったと考える。しかし，単

発的な授業では，その効果に限界があり，自尊

感情尺度の大きな変容までには至らなかった。

自尊感情を高めていくといった目的のためには，

当然ながら継続的な取り組みが重要である。

また，本研究では触れることができなかった

が3 子どもたちの安心感や満足度が高くなるよ

うな学級づくりも，子どもの自尊感情を高める

ためには重要であり，今後その検討にも取り組

んでいきたい。


